
【はじめに】近年、髄液検査は自動化が進み、技師間差や

入力間違いの是正などに大きく貢献している。その反面、

目視判定の機会は大幅に減少し、多くの技師が目視判定に

不安を覚える状態となっている。現在まで当大学病院をは

じめ、ばんたね病院、岡崎医療センターの三病院間で目合

わせを行い精度の統一化を図っているが、計算盤に封入し

た検体は比較的早く乾いてしまうことや、細胞が計算盤内

を転がるため運搬には不向きであった。

今回我々は星らが開発した尿沈渣長期保存封入剤を用い髄

液細胞判定の多病院間の目合わせを行い、一定の知見を得

たので報告する。

【方法】検体 100μLにサムソン液を 60μL加え、混和後
10分静置した。静置後、封入剤を 250μL添加し、泡立てな
い様に混和した。細胞は封入剤より比重が軽いことから、

時間の経過と共に浮上し固定されてしまうため、封入後は

計算盤を反転させ 24時間静置した。計算盤は 3枚作製し、
それぞれの病院へ運搬後一週間を目途に、総数 41名の技師
に対し細胞数算定と種別の鑑別を依頼した。

【結果】封入標本の外観は細かな気泡を認めたが計算盤の

乾燥はほとんど認めず、一週間経過しても十分確認できる

状態であった。細胞の染色態度に関して、多形核球は生標

本と比較して染色直後から一週間後まで同等であった。一

方、単核球は核の染色態度がやや弱く、時間の経過と共に

細胞コントラストが低下した。三病院の細胞数算定技師間

差に関しては概ね一致した結果となった。細胞種判別につ

いては、経験年数の少ない技師で核の分葉が中央に凝集し

た多形核球を単核球と捉える傾向が確認された。

【考察】サムソン液を添加した髄液検体では、一定期間安

定的に保存することが可能であるが、多施設、多人数の精

度管理等には十分な検体量が必要となる。本研究で使用し

た封入剤を用いることで、これら課題を解決できる可能性

を見出した。すなわち、フォトサーベイ以外に不可能であ

った髄液検査の新しい目合わせとして活用できることが確

認された。今後の課題として、計算盤に混入する気泡を除

去する方法や、サムソン液の添加量や染色時間の検討など

が必要である。（連絡先：0562-93-2300）
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